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１．研究計画の概要 
 アメリカ、EU 各国（ドイツ、スペイン、デ
ンマーク、イギリス等）で実施されている再
生可能エネルギー普及施策を効率性と実行
可能性の観点から比較検討し、効果的制度に
必要な要素を抽出する。加えて、新しい環境
経済政策手段として再生可能エネルギー普
及政策を位置づけ理論化する。 
 具体的には、第 1 に、米国各州で 1990 年
代から実施されている Renewable Portfolio 
Standard（RPS：再生可能エネルギー基準）
の実施状況を検討し、効率性と実行可能性の
観点から評価する。第２に、EU 各国のうち特
に先進的な取り組みとして知られるドイツ
を中心に、再生可能エネルギー普及政策の詳
細ルールの内容を検討し、効率性と実行可能
性の観点から、再生可能エネルギー普及政策
を評価する。第３に、第１、第２の検討結果
を踏まえ、再生可能エネルギー普及政策を新
しい環境経済政策手段として位置づけ、その
基礎理論を開発する。 
 
２．研究の進捗状況 
 次の通り、研究を行っている。 
(1) アメリカ各州の RPS 制実施について 
 テキサス州を中心に、RPS 制の文献、資料
調査を実施している。まず、RPS 制の具体的
な仕組みについて把握した上で、効率性につ
いてはRPS制のもとで発効されているREC（再
生可能エネルギークレジット）価格の推移に
ついて分析を一定程度行った。ただし、近年
のものは公表されておらず、また、ブローカ
ーからも情報提供がえられなかったので、公
表されている時期に限定されている。 
 

(2) ヨーロッパ、特に、先進的な取り組みで
注目しうるドイツの固定価格制について文
献調査を実施した上で、経済団体、環境 NGO,
風力発電業界、太陽エネルギー業界、環境省、
電力会社にヒアリングを行い、再生可能エネ
ルギー普及の効果についての知見が得られ
た。この中で明らかになったのは、ドイツで
は制度が巧みに改変され、より効果的なもの
になっているということである。 
 また効率性に関しては、再生可能エネルギ
ー価格の低下が予想されており、かつ経済的
利益もでていることから、非効率なものには
なっていないと考えられる。特に気候変動問
題の費用を考慮すれば、社会的には効率的な
制度といえる。 
 
(3) 再生可能エネルギー普及政策の理論的
検討については、既存研究を基礎にしつつ、
(1)、(2)で新たな知見を加えて整理を行った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 アメリカ、ヨーロッパ（ドイツ）の文献、
実態調査を行い、効率性と再生可能エネルギ
ー上の効果を把握できている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) アメリカ各州については、世界の趨勢が
RPS から固定価格制へと移りつつあること、
ほとんどの情報が公表されていることから、
文献調査を行うにとどめ、必要な場合は電子
メールなどの手段を通じて情報を補完する。 
(2) 欧州については、最も効果的制度と評価
できるドイツが 2009 年から新しい法律の下
で再生可能エネルギー普及政策を進めてい



ることから、特に、この新しい制度について
調査を進め、所期の目的を十分に達するよう
にしたい。そのため、可能な限り、欧州調査
を実施する。 
 
(3) これまでに得られた知見を集大成し、書
籍として出版する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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